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紫
の
雲
の
林
マ
J

は
即
ち
紫
野
の
雲
林
院
の
謂
で
あ
る
°
雲
林
院
が
紫
野
に
あ
っ
た
こ
ご
は
疑
ふ
餘
地
が
な
い
程
明
白
で
あ
る

し
か
し
て
雲
林
院
の
位
骰
が
、
糾
岡
山
の
東
で
あ
っ
た
こ
こ
も
疑
が
な
い
0

山
城
名
勝
志
及
無
州
府
志
に
、
大
徳
寺
の
東
南
ご

あ
り
、
ま
た
國
史
に
、
航
岡
山
の
東
北
マ
J

あ
る
か
ら
、
現
在
の
小
堂
は
昔
の
寺
地
の
一
部
分
Y
J

見
て
差
支
へ
な
い
。
し
か
も
名

勝
志
に
菩
提
講
の
面
跡
が
大
徳
寺
壊
内
に
あ
る
こ
い
ひ
、
大
徳
寺
長
老
妙
超
の
菩
提
講
東
塔
中
北
寄
二
十
丈
受
文
及
後
醍
醐
天

皇
編
者
並
に
榮
雅
抄
の
記
事
を
綜
合
し
て
お
ぽ
ろ
げ
な
が
ら
其
寺
地
の
謳
域
を
察
す
る
こ
ご
が
出
末
る
。

第

六

章
平
云

雲

林

院

の

位

慣

林
＇
院

紫
野
ー
船
岡
山
の
東
北
ー
諸
書
の
訊
事
1
寺
地
大
徳
寺
に
編
入

の

湘

園

研

究

昔
（
承
前
）

代
五
六

節

雄

程
日
本
の
國
盟
を
考
へ
な
が
ら
取
捨
し
て
居
る
の
で
す
0

其
の
貼
は
美
術
の
方
面
に
も
よ
く
現
は
れ
て
居
り
ま
す
。
さ
う
し
て

8
本
の
國
を
忘
れ
ぬ
ご
云
ふ
態
度
が
わ
ら
か
っ
た
の
で
す
。
色
々
嘗
時
支
那
だ
け
の
も
の
で
な
し
に
、
中
央
ア
ジ
ャ
、
ギ
リ
ジ

ャ、

P
l
マ
邊
b
の
も
の
が
奈
良
朝
に
は
い
つ
て
末
て
、
色
々
の
エ
藝
品
に
な
っ
た
り
、
色
々
の
形
に
な
っ
た
り
し
た
こ
こ
は

正
倉
院
邊
り
の
も
の
を
見
れ
ば
よ
く
判
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
は
詳
細
に
述
べ
る
時
間
が
あ
b
ま
せ
ん
0

甚
だ
蕪
雑
な
こ
y
J

を
申
し
ま
し
た
が
之
で
私
の
話
は
終
る
こ
こ
に
致
し
ま
す
。



五
七

術
現
在
の
雲
林
院
の
人
の
語
る
ご
こ
ろ
に
よ
る
ご
、
紫
式
部
の
慕
や
、
小
野
箪
の
墓
の
あ
る
ご
こ
ろ
も
昔
は
境
内
で
あ
っ
た

ご
い
合
然
り
で
あ
ら
う
0

紫
式
部
ご
雲
林
院
ご
の
闊
係
に
就
い
て
は
、
河
海
抄
に
僅
か
な
が
ら
ほ
の
め
か
さ
れ
て
ゐ
る
。

大
徳
寺
の
巽
．
雲
林
院
（
ウ
ヂ
井
）
、

山
城
名
勝
志
雲
林
院
云
所
藷
跡
也
畜
堂
跡
猶
残

菩

提

講

疇

如

竺

論

江
戸
時
代
に
は
右
の
記
事
か
ら
考
へ
て
、
礎
石
な
ざ
が
残
っ
て
ゐ
て
、
其
め
た

b
を
ウ
ヂ
井
ご
云
つ
て
ゐ
た
も
の
ら
し
い
。

薙
州
府
志
に
も
、
字
治
伊
マ
J

記
さ
れ
て
ゐ
る
0

し
か
し
今
は
明
に
ウ
ン
リ
ン
井
ン
町
ご
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
平
安
時
代
に
、
ウ
ン

リ
ン
井
ン
或
は
ウ
9
ウ
井
ン
ご
揺
さ
れ
て
ゐ
た
優
雅
な
呼
び
方
も
、
室
町
時
代
に
は
、
已
に
ウ
ン
リ
ン
井
ン
マ
J

な
り
、
江
戸
時

代
に
入
っ
て
、
地
名
に
ウ
ヂ
井
が
現
れ
、
今
ま
た
寺
名
地
名
こ
も
に
、
ウ
ン
リ
ン
ヰ
ン
ご
字
の
通
り
呼
ば
れ
て
ゐ
る
，

大
原
寺
什
物
之
草
案
云
、

菩
提
講
敷
地
證
文
云
、
雲
林
院
邊
菩
提
講
東
塔
中
北
寄
二
拾
丈
為
寺
院
敷
地
預
御
寄
附
候
了
但
此
地
乾
角
御
先
圃
墳
雌
狙
不
可

奉
堀
移
佗
所
者
也
云
云
、
荘
厳
墳
墓
可
奉
訪
彼
菩
提
也

元
亨
四
年
五
月
六
H

比
丘
妙
超
刊

右
は
名
勝
志
に
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
未
だ
原
書
を
目
賭
す
る
の
機
を
得
な
い
。

薙
州
府
志
雲
林
院
在
大
徳
寺
東
南

府
志
の
此
記
事
は
お
そ
ら
く
現
在
ご
同
じ
所
に
貞
亨
の
頃
小
堂
の
あ
っ
た
の
を
指
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

古
今
榮
雅
抄
雲
林
院
は
紫
野
に
有
、
：
；
…

．．．．．． 
依
勅
殖
呉
竹
、
東
西
七
拾
三
丈
、
東
北
七
拾
三
女
也
、
舟
岡
山
東
、
か
ら
す

き
か
は
な
の
近
所
、
う
ぢ
い
と
い
ふ
所
な

b
o



建
武
元
年
五
月
六
日

（
妙
超
）

大

徳

寺

長

老

藤

室

8
本
逸
史
雲
林
亭
（
廷
い
虹
皿
虹
）
類
諏
盃
國
史
第
一
二
十
一
帝
モ
部
、
十
一
天
皇
行
幸
下

大
徳
寺
文
書
に
よ
れ
ぱ
、
元
弘
三
年
十
月
二
十
九
日
に
大
徳
寺
の
寺
地
東
西
六
十
六
丈
、
か
ら
す
き
か
鼻
よ

b
不
動
堂
前
迄
南

北
九
十
丈
ご
勅
旨
に
よ

b
決
定
さ
れ
た
の
が
、
姓
武
元
年
五
月
六
H
再
び
東
は
蛸
岡
山
東
綺
か
ら
西
は
竹
林
ま
で
北
は
山
後
祉

か
ら
南
は
安
居
院
大
路
ま
で
撰
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
―
―
一
度
目
即
ち
同
年
十
月
廿
日
に
は
東
西
一
丁
三
十
丈
南
北
二
町
二
十

入
丈
マ
J

定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
自
分
は
大
癒
寺
附
近
の
賓
地
に
就
て
は
詳
し
く
知
ら
ぬ
が
、
古
今
榮
雅
抄
に
舟
岡
山
の
東
か

ら
す
き
か
鼻
の
近
所
、
う
じ
ゐ
ご
云
所
也
ご
あ
る
雲
林
院
趾
か
、
勿
論
大
徳
寺
に
偏
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
常
時
既
に
精

含
の
存
し
な
か
っ
た
事
は
疑
ふ
こ
ご
が
出
末
ぬ
0

榮
雅
抄
に
村
上
天
皇
の
御
代
勅
を
以
て
呉
竹
を
植
え
給
ふ
た
ご
あ
る
°
而
し

て
東
西
七
十
三
丈
南
北
七
十
三
丈
y
J

あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
寺
の
敷
地
の
廣
さ
を
指
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
°
若
し
然
b
'
t
J
す

れ
ば
雲
林
院
の
寺
地
は
元
弘
三
年
の
大
穂
寺
の
廣
さ
こ
あ
ま
b
径
庭
が
な
か
っ
た
。

大
徳
寺
文
書
山
城

常
時
東
路
以
東
敷
池
六
十
六
丈
、
自
唐
鋤
鼻
至
不
動
堂
前
、
南
北
九
十
丈
可
被
致
管
領
者
天
氣
如
此
、

（
中
御
門
宜
明
）

左

中

元
弘
三
年
十
月
二
十
九
日

（
妙
超
）

大

徳

祁

寺

長

老

常
事
敷
地
事
、
東
限
紬
岡
山
東
崎
、
南
限
安
居
院
大
路
、
西
限
竹
林
、
北
限
同
山
後
祉
、
可
令
管
領
給
者
、
天
氣
如
此
、
俯
執

逹
如
件

五
入

（
岡
崎
範
國
）

左
衛
門
櫂
佐
（
花
押
）

倍
執
逹
如
件

耕
（
花
押
）



第

七

章

大
徳
寺
東
敷
地
事
、
東
西
一

T-―
-
＋
丈
、
南
北
二
町
二
十
入
丈
餘
、
可
令
管
領
給
者
、
依
天
氣
執
逹
如
件

（
中
院
具
光
）

左

中

建
武
元
年
十
月
廿
日

（
妙
超
）

大

徳

寺

宗

峯

長

老

雲
林
院
は
、
紫
野
に
「
本
朝
無
雙
之
輝
苑
」
大
徳
寺
の
出
現
に
よ
っ
て
、
全
く
其
の
法
燈
を
消
滅
せ
ら
れ
た
や
う
な
戚
が
あ
る
。

航
岡
山
か
ら
紫
野
を
一
眸
の
下
に
俯
敵
し
て
龍
賓
山
大
稔
寺
の
鬱
々
た
る
森
と
見
、
更
に
多
く
の
甍
り
輝
け
る
の
を
眺
め
て
、

古
の
雲
林
院
の
盛
ん
な
り
し
有
様
を
祐
彿
＾
こ
空
想
に
描
き
な
が
ら
、
著
者
は
し
ば
し
行
ん
だ
。
家
に
埋
つ
だ
今
の
紫
野
の
す
が

た
は
殊
の
外
無
趣
味
な
も
の
で
、
昔
の
幽
韻
掬
す
べ
き
紫
野
ご
雲
林
院
マ
J

が
途
に
消
ゎ
去
っ
た
こ
こ
を
悲
し
み
つ
A

山
を
下

b

こ。

常
康
親
王
の
御
落
飾
ご
雲
林
院
の
御
博
領

五
九

照
（
花
押
）

雲
林
院
の
隊
統
ー
浮
和
天
皇
よ
り
仁
明
天
皇
ヘ
ー
仁
明
天
皇
よ
り
営
康
親
王
ヘ
ー
御
落
飾
の
動
磯

ー
仁
明
天
皇
り
崩
御

仁
明
天
皇
第
七
塁
子
無
品
常
康
親
王
は
雲
林
院
に
居
給
ふ
た
UJ
で
雲
林
院
宮
ご
稲
し
ま
ゐ
ら
せ
た
Q

最
初
は
未
だ
寺
院
で
は

な
か
っ
た
3

親
王
が
何
時
頃
か
ら
雲
林
院
に
住
し
給
ふ
た
か
ら
究
め
得
な
い
が
、
雲
林
院
が
淳
和
天
皇
の
離
宮
で
あ
っ
た
闊
係

か
ら
察
し
て
、
承
和
七
年
淳
和
上
皇
崩
御
の
後
親
王
に
賜
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
同
年
十
一
月
に
は
答
志
島
を
賜
は
せ
ら
れ
た

績
日
本
後
紀

承
和
七
年
十
一
月



元
儒
、
劉
因
の
讀
史
法
を
詠
す
る
の
詩
に
、

0

0

 0
 
0
 0
 0
 0
 

0
 
0
 0
 0
 0
 0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

 
0
 0
 0
 
0
 

記
録
紛
々
己
失
興
3

語
言
軽
重
在
詞
臣
°
若
於
事
々
求
心
跡
J

恐
有
無
邊
受
屈
人
3

須
ら
く
虚
心
坦
悛
、

そ
の
行
為
の
始
終
を
観
、

そ
の
心
情
の
消
汚
を
察
し
以
て
其
異
を
失
は
ざ
る
こ
y
J

を
期
ゼ
ざ
る
べ
か
ら
す

正

儀

公

本

来

の

面

目

今

マJ
楠
木
正
儀
公
U
J
>心
事
の
如
き
、
吾
人
は

西
六
0

茂

喜

戊
子
以
下
在
l

志
摩
國
一
答
志
嶋
上
賜
ー
ー
無
位
常
康
親
王
↓

し
か
し
て
、
雲
林
院
は
仁
明
天
皇
か
ら
、
常
康
親
王
に
賜
ふ
た
こ
＜
J

は
、
一
歪
一
代
宵
鎌
の
記
事
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
が
、
賜

っ
た
年
月
が
明
示
し
て
な
く
、
且
親
王
が
御
出
家
せ
ら
れ
た
の
は
、
嘉
詳
一
一
一
年
一
1

一
月
廿
一

H
で
即
ち
仁
明
天
臭
崩
御
の
翌
年
に

悲
歎
追
慕
の
あ
ま
b
佛
逍
に
蹄
依
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
マ
J

は
文
徳
賓
録
仁
壽
元
年
三
月
の
條
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
f
>

丙
寅
無
品
常
康
親
王
落
レ
髪
為
ゐ
僧
親
王
者
先
皇
第
七
子
也
骨
紀
氏
少
而
浣
敏
風
情
可
レ
察
先
皇
諸
子
之
中
特
所
二
鈍
愛
ー
親

王
追
慕
先
皇
一
悲
歎
無
レ
巳
途
蹄
二
佛
理
ふ
か
冥
救

5
咆

然
る
に
三
代
賓
録
に
は
雲
林
院
は
常
康
親
王
の
嚢
居
で
あ
る
と
書
き
な
が
ら
、
深
草
天
皇
即
ち
仁
明
天
皇
崩
御
の
後
之
を
賜

ふ
ご
記
さ
れ
て
ゐ
る
°
或
は
親
王
が
離
宮
に
寓
居
し
給
ふ
た
が
、
親
王
の
御
所
有
で
は
な
か
っ
た
の
を
、
天
皇
崩
御
の
後
全
く

之
を
親
王
が
譲
受
け
給
ふ
た
も
の
で
あ
る
マ
J

解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
さ
す
れ
ば
『
蒋
居
批
』
の
句
に
も
、
ま
た
孟
深
草
天
皇

賜
レ
此
居
之
」
の
句
に
も
抵
鯛
し
な
い
で
あ
ら
う
0

し
か
し
て
離
宮
か
ら
精
合
に
な
っ
た
の
は
、
仁
明
天
皇
の
崩
御
、
常
康
親
王

出
家
の
際
に
瓶
る
の
で
、
も
と
よ
り
常
康
親
王
の
御
意
志
に
基
（
の
で
あ
る
。
（
未
完
）


